
令和 7 年度 外国人留学生前期入学試験 

 

1. 学力検査等の内容 

 学力試験（小論文・理科（化学または生物）、日本学生支援機構実施の「日本留学試験の成績」、

口頭試問 

 

2. 出題の意図 

【小論文】 

日本における薬剤師の社会的役割に関する理解を確認するとともに、将来の薬剤師への意欲

を総合的に評価する。 

 

科目（理科）： 

【生物】 

問Ⅰ・Ⅱ 

・薬学部のアドミッションポリシーに基づき、入学後にも円滑に修学を行うことができる知識の

量および質を有しているか評価する観点から問題作成を行った。 

出題した遺伝子 DNA の構造と転写・翻訳は、生物学の中でも 20 世紀後半から爆発的に進歩

し、現在の薬学においても中心的な存在となっている分子生物学の基本知識である。 

また、同じく出題した細胞生物学も、薬学をはじめ関連領域を含めて必須となる基礎知識であ

る。これらのことから、両領域から出題することが適当と判断し、基礎的な知識を問う問題を

中心として、一部に応用的な思考力を問う問題を含めた。 

問Ⅲ 

神経細胞における基礎的な知識を問うとともに、リード文や図表で与えられた情報から神経細

胞が興奮するしくみを正しく理解した上で、論理的に思考し説明できるかを問うことで科学的

な理解度を評価することを意図している。 

問Ⅳ 

腎臓の構造とはたらきに関する基礎的な知識を問うとともに、リード文や図表で与えられた情

報や実験結果から尿生成（ろ過と再吸収）のしくみを正しく理解した上で、論理的に思考し説明

できるかを問うことで科学的な理解度を評価することを意図している。 

 

 

 

 

 

 

 



【化学】 

問Ⅰ 

物質量についての基礎知識を問う問題。一般的な水溶液中に存在する分子の質量やモル濃度

の算出の仕方を理解しているか、また化学反応の結果に基づいて適切な物質量を算出できる

かを評価する問題である。 

問Ⅱ 

酸・塩基についての基礎知識を問う問題。酸・塩基の定義を理解しているか、また弱酸の反応

式から電離平衡に関する式を導き出すことができるかを評価する問題である。 

問Ⅲ 

無機化合物の性質についての知識を問う問題。前半は、硫化水素、アンモニア、二酸化窒素、塩

素、二酸化硫黄など代表的な気体の発生方法とその性質に関する問題。後半は、金属イオンの

反応性を含めて、金属イオンの混合物からそれぞれのイオンを分離する実験操作に関する出題

で、高校で学習する金属イオンの性質と分離操作手順が理解できているかを問う問題である。 

問Ⅳ 

高校化学で学習する有機化合物の生成方法（反応のタイプ別分類を含む）、それに必要な試薬

類そして生成物の性質に関する知識を問う問題である。具体的には、エタノールの酸化反応、 

酢酸ナトリウムから酢酸の遊離反応、ニトロベンゼンの還元反応、トルエンの酸化反応、フェノ

ールのエステル化反応、ジアゾ化による塩化ベンゼンジアゾニウム塩の生成反応を例に挙げ 

た問題である。 

 

3. 合否判定の方法及び基準 

小論文、面接（口頭試問）および日本留学試験成績を総合して合否を判定 

口頭試問では主に以下の点を確認している。 

〇薬学部での学業に向けて基礎学力を有するか 

〇アドミッション・ポリシーに沿った人物であるか 

〇入学意欲・入学後の計画 

〇質問に対して適切な表現で論理的に回答できるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

















受験番号           氏   名             

 

令和 7 年度  薬学部 外国人留学生入学試験問題解答用紙① [理科（生物）] 

Ⅰ 

問 1 

（ア） 遺伝子 （イ） 発現 （ウ） 転写  （エ） RNA 

（オ） アミノ酸  （カ） 4 （キ） リン酸 （ク） 糖 

（ケ） リボース （コ） アデニン 

 

問 2 

（サ） システイン （シ） バリン （ス） 3 （セ） グリシン 

（ソ） バリン 

 

  



受験番号           氏   名             

 

令和 7 年度  薬学部 外国人留学生入学試験問題解答用紙② [理科（生物）] 

Ⅱ 

問 1 

（ア） 細胞膜 （イ） リン （ウ） ２ （エ） 染色体 

（オ） ミトコンドリア （カ） マトリックス （キ） DNA （ク） リボソーム 

（ケ） 粗面 （コ） ゴルジ体 （サ） カルボキシル （シ） ジスルフィド 

 

問 2 

（1） 三次構造 

 

一次 

構造 

タンパク質を構成するポリペプチド鎖において、アミノ酸が結合している順序を一次構造という。 

 

 

 

二次 

構造 

タンパク質が形成する局所的な構造であり、コイル状になったαヘリックスや屏風状に折れ曲がったβシ

ートを二次構造という。アミノ酸の主鎖の間に形成される水素結合によって形成される。 

 

 

 

三次 

構造 

二次構造を形成しているペプチド鎖のうち比較的離れたアミノ酸どうしの相互作用により形成され、全体

が折りたたまれた一定の構造を三次構造という。ジスルフィド結合や水素結合などによって形成される。 

 

 

 

 

四次 

構造 

三次構造を形成したポリペプチド鎖が複数個集まって、1つの分子になる場合がある。この構造を四次構造

といい、構成する各ポリペプチド鎖をサブユニットという。 

 

 

 



受験番号 氏   名 

令和 7 年度  薬学部 外国人留学生入学試験問題解答用紙③ [理科（生物）] 

Ⅲ 

問 1 

（ア） 軸索 （イ） 樹状突起 （ウ） シュワン細胞 （エ） ランビエ紋輪

問 2 

（1） 跳躍伝導 

（2） 電気的な絶縁体として働いている（15 字）

問 3 

（オ） カリウム （カ） ナトリウム （キ） カリウム（漏洩）チャネル （ク） （電位依存性）ナトリウムチャネル 

（ケ） ナトリウム （コ） （電位依存性）カリウムチャネル （サ） カリウム

問 4 

（1） 
興奮直後は，ナトリウムチャネルが開きにくくなる不応期となるため，興奮部位と先に興奮した隣接部位との間で活動電流

は流れない。（61 字） 

（2） （a） 



受験番号 氏   名 

令和 7 年度  薬学部 外国人留学生入学試験問題解答用紙④ [理科（生物）] 

Ⅳ 

問 1 

（ア） ネフロン （ウ） タンパク質 （エ） ボーマンのう 

（オ） 細尿管 （オ） 集合管 

問 2 

  ⑥ 

問 3 

（1） バソプレシン （2） 鉱質コルチコイド 

問 3 

（1） ＜説明＞ 

1.00[mL]×12.0[mg/mL]／0.1[mg/mL]＝120 mL 

答え  120 mL 

（2） ＜説明＞ 

   120[mL]×1.0[mg/mL]＝120mg 

答え  120mg 

（3） ＜説明＞ 

1 分間にろ過された Na＋は，120[mL]×3.0[mg/mL]＝360mg 
１分間に尿中に排泄されたNa＋は，1.00[mL]×3.5[mg/mL]＝3.5mg 
よって，360[mg]−3.5[mg]＝356.5mg 

答え  356.5mg 





令和７年度 薬学部 外国人留学生入学試験問題 ［理科（化学）］ 
 
※ 解答はすべて解答用紙に記入すること。 

 

問Ⅰ 次の文章（１）～（７）中の空欄  1  ～  7  にあてはまる，適切な数値を示しなさい。ただし，原子量は，H = 

1.0，N = 13，O = 16，Na = 23，S = 32，Cl = 35.5，アボガドロ定数は，6.0 × 1023とする。 
 
１) 酸素分子が 0.25 mol 存在するとき，質量は  1  g となる。 
２ ) 体積 2.0 cm3 の氷に，水分子は  2  個含まれる。なお，氷の密度は 0.90 g/cm3とする。 
３ ) 水酸化ナトリウム 6.0 g を水に溶かして 1.5 L の水溶液をつくった。この溶液の濃度は  3  mol/L となる。 
４ ) 2.0 mol/L の硝酸水溶液 200 mL には，硝酸が  4  g 含まれる。 

５ ) 質量パーセント濃度が 14%の塩化ナトリウム水溶液の質量モル濃度は， 5  mol/kg である。 

６ ) ある金属 M の塩化物は，組成式 MCl2・2H2O の水和物をつくる。この水和物 294 mg を加熱して無水物にしたところ，

質量は 222 mg になった。この金属 M の原子量は  6  となる。 

７) 質量パーセント濃度 95%の濃硫酸を水でうすめて，0.10 mol/L の希硫酸を 500 mL 調製したい。そのためには，95%濃

硫酸が  7  mL 必要である。なお，95%濃硫酸の密度は 1.8 g/cm3とする。 

 

問Ⅱ 次の酸・塩基に関する文章 A）および B）を読んで，（１）～（３）の各問に答えよ。 

 

A) ブレンステッド・ローリーの定義によれば，他の物質に  8  を与える物質を  9  といい， 8  を受け取ることが

できる物質を  10  という。例えば，NaCO3 の水溶液は  11  性を示すが，この性質は NaCO3 の電離によって生

じた  12  がブレンステッド・ローリーの定義における  13  として働き，水と反応して  14  と  15  に変

化する。 14  のナトリウム塩は  16  色の粉末で重曹ともよばれる。 

B) 酢酸（CH3COOH）を純水に溶かすと，式（Ⅰ）のような電離平衡が成り立つ。 

CH3COOH ⇄ CH3COO- ＋ H＋ …（Ⅰ） 

  酢酸溶液中の CH3COOH，CH3COO-，H＋のモル濃度をそれぞれ［CH3COOH］，［CH3COO-］，［H＋］とすると，酢酸の電

離定数 Kaは，［CH3COOH］，［CH3COO-］，［H＋］を用いて，式（Ⅱ）のように表される。 

Ka ＝  17  …（Ⅱ） 

  いま，酢酸水溶液中で成り立っている電離平衡が式（Ⅰ）のみであると考えると，酢酸を溶かして C mol/L とした酢酸溶

液中の［CH3COOH］，［CH3COO-］，［H＋］は，C と酢酸水溶液中の酢酸の電離度 αを用いて式（Ⅲ），（Ⅳ）のように表さ

れる。 

［CH3COOH］ ＝  18  …（Ⅲ） 

［CH3COO-］ ＝ ［H＋］ ＝  19  …（Ⅳ） 

  したがって，式（Ⅱ）～（Ⅳ）より，電離定数 Kaは C と αを用いて式（Ⅴ）のように表される。 

Ka ＝  20  …（Ⅴ） 

  ここで，電離度 αが１よりもはるかに小さいとみなせるとき，電離度 αは C と Ka を用いて式（Ⅵ）のように表すことが

できる。 

α ＝  21  …（Ⅵ） 

  式（Ⅵ）は，酢酸の濃度 C が大きくなるほど，電離度 αは  22  なることを示している。 

 

（１）文章 A）中の空欄   8 ， 12 ， 14 ， 15  に適切な化学式を示しなさない。 

（２）文章 A）及び B）中の空欄   9  ～  11 ， 13 ， 16 ， 22  に適切な語句を示しなさない。 

（３）文章 B）中の空欄   17  ～  21  に適切な数式を示しなさない。 

  



問Ⅲ 次の表中の空欄  23  ～  32  にあてはまる，「気体を発生させる化学反応式」，「気体の性質」を示しなさい。

さらに，Ag+, Cu2+, Fe3+, Zn2+ を含む水溶液中の各イオンの分離操作に関して，操作  33 ～ 操作  36  について説

明しなさい。また、沈殿 A～沈殿 E の化学式を  37  ～  40  示しなさい。 
 

気体 気体を発生させる化学反応式  気体の性質 

CO2 Na2CO3 + 2HCl → CO2 + 2NaCl + H2O 水に少し溶けて，水溶液は弱酸性。石灰水に通じると白濁する 

H2S   23     24   

NH3   25     26   

NO2   27     28   

Cl2   29     30   

SO2   31     32   

 
Ag+, Cu2+, Fe3+, Zn2+ を含む水溶液中の各イオンの分離操作 

 

Ag+, Cu2+

Fe3+, Zn2+
沈殿A

ろ液

沈殿B
沈殿C

ろ液

沈殿Dろ液

ろ液

操作  33
操作  34

操作  35

操作  36

（水溶液）

 
 

 

問Ⅳ 反応 a ～ f に関する表中の空欄  41  ～  52  にあてはまる，「原料の構造式」，「試薬名」，「生成物の構造式」

および「反応の種類」を示しなさい。 

 

 原料 試薬 生成物 反応の種類 

a エタノール   41   酢 酸   42   

b 酢酸ナトリウム   43     44   弱酸の遊離 

c   45     46   アニリン   還元 

d トルエン   47   安息香酸   48   

e フェノール 無水酢酸，硫酸   49     50   

f   51     52   塩化ベンゼンジアゾニウム ジアゾ化 

 

  



 

受験番号  氏 名  

 

令和７年度 薬学部 外国人留学生入学試験問題解答用紙 ［理科（化学）］ 
 

問 I   1   ～   7   の解答欄 

 1 8.0 2 0.6×1023 

 3 0.1 4 24.8 

 5 2.8 6 40 

 7 2.9 

 

問Ⅱ   8   ～   22   の解答欄 

 8 H＋ 9 酸 

 10 塩基 11 塩基 

 12 CO3- 13 塩基 

 14 HCO3- 15 OH- 

 16 ⽩ 17 [CH3COO-][H+] 

[CH3COOH] 

 18 C（１−α） 19 Cα 

 20 21  

 22 小さく 



問Ⅲ   23   ～   40   の解答欄 

 23 FeS + 2HCl (or H2SO4) → H2S + FeCl2 (or FeSO4) 

Na2S + 2HCl (or H2SO4) → H2S + 2NaCl (or Na2SO4) など 

24 水に溶けて弱酸性を示す無色の気体。還元性のある

空気より重い気体。など 

 25 2NH4Cl + Ca(OH)2 → 2NH3 + 2H2O + CaCl2 

(NH4)2SO4 + 2NaOH → 2NH3 + 2H2O + Na2SO4 など 

26 水に溶けて塩基性を示す。空気より軽い気体。 

塩化水素と反応して、NH4Cl の白煙を生じる。など 

 27 Cu+4HNO3 → Cu(NO3)2 + 2NO2 + 2H2O 

Ag + 2HNO3 → AgNO3 + NO2 + H2O など 

28 刺激臭のある赤褐色の気体。水に溶けて酸化力のあ

る硝酸に変化する。高圧・低温下で無色の N2O4 に変化

する。 

  29 NaCl 水溶液（海水）の電気分解で陽極から発生。 
CaCl(ClO)•2H2O + 2HCl → Cl2 + CaCl2 + 2H2O 
4HCl + MnO2 → Cl2 + MnCl2 + 2H2O 
2KMNO4 + 16HCl → 5Cl2 + 2MnCl2 + 2KCl + 8H2O など 

30 刺激臭のある黄緑色の気体。酸化力を有するので、

酸化剤、消毒剤などに使われる。水に溶け、塩化水素と

次亜塩素酸に変化する。 

 31 S + O2 → SO2 （硫黄の燃焼） 

Cu + 2H2SO4 → SO2 + CuSO4 + 2H2O  

Na2SO3 + 2HCl (or H2SO4) → SO2 + 2NaCl (or Na2SO4)+ H2O など 

32 水に溶けて弱酸性を示す無色の気体。還元性のある

空気より重い気体で、反応する相手により還元剤のにも

酸化剤のもなる。など 

 操作 33 希塩酸加える 操作 34 硫化水素を通じる 

 操作 35 溶液を煮沸後、希硝酸を加える。その後アンモニ

ア水を十分に加え塩基性にする 

操作 36 硫化水素を通じる 

 37 沈殿 A AgCl 38 沈殿 B CuS 

 39 沈殿 C Fe(OH)3 40 沈殿 D ZnS 

 

問Ⅳ   41   ～   52   の解答欄 

 

41 Na2Cr2O7, H2SO4,  

CrO3, H2SO4 など 他の酸化剤も可 

42 

酸 化 

43 

希塩酸 or 希硫酸 など 

 

44 

H3C
C

OH

O

 

45 

NO2
 

46 Sn (Fe) HCl, H2/Pd-C, LiAlH4 など 

他の還元剤も可 

 

47  

Na2Cr2O7, H2SO4,  

KMnO4, NaOH など 他の酸化剤も可 

 

48 

酸 化 

49 

H3C
C

O

O

 

 

50 

エステル化 

置換反応も可 

51 

NH2 

52 

HNO2, 希塩酸 (or 希硫酸) 
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